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条　

例

○
村
山
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例　
　
　
　

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
が

成
立
し
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も

の
。

○
村
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例（

賛
成
多
数
で
可
決
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

法
人
市
民
税
、
軽
自
動
車
税
及
び

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
と
整
備
を
行
う
も
の
。

○
村
山
市
福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

県
の
子
育
て
支
援
事
業
の
外
来

通
院
費
無
料
の
対
象
を
小
3
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
被
保
険

者
等
の
所
得
確
認
が
必
要
に
な
る

た
め
、
医
療
証
の
交
付
方
法
を
変

更
す
る
も
の
。

　

ま
た
県
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
事
業
の
支
給
対
象
者
に
「
配
偶

者
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命

令
を
受
け
た
者
」
を
加
え
た
こ
と

に
よ
り
支
給
の
対
象
者
を
変
更
す

る
も
の
。

○
村
山
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
屋
外
に
お
け
る
催
し
の
防

火
管
理
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
。

一般会計 
補正予算 
1
億
2
千
215
万
5
千
円
追
加 

総額 

121
億
4
千
215
万
5
千
円

補正予算主なもの

１. 情報化推進費（番号制度導入によるもの） 

 21,326 千円

２. 保育士派遣委託料 17,912 千円

３. 農業費（多面的機能支払交付金） 

 20,485 千円

４. 除雪費（消雪道路工事請負費） 

 19,200 千円

５. 非常備消防費（防寒衣） 5,249 千円

平
成
26
年
第
2
回

定
例
会
は
6
月

10
日
か
ら
24
日
ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、
条

例
や
請
願
、
補
正
予
算

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
の

主
な
も
の
は
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
、
村
山
市
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
福
祉
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
で
す
。

一
般
会
計
、
財
産
区
特

別
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
9
件
を
審
議
し
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
請
願
1
件

を
採
択
、
継
続
審
査
1

件
を
不
採
択
、
議
員
発

議
4
件
を
可
決
し
閉
会

し
ま
し
た
。

補正予算の主なもの
多面的機能支払交付金とは

●地域資源の保全活動（水路の草

刈り、泥上げ、農道の路面維持、

冬期間の除雪など）

●地域資源の質的向上を図る共同

活動（水路、農道、ため池の軽

微な補修など）

工事が進む東北中央自動車道（名取地区）
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土
地
開
発
公
社
経
営
状
況　

　

平
成
25
年
度
は
、
継
続
事
業
と

し
て
住
宅
団
地
2
箇
所
の
残
分
譲

地
9
区
画
の
完
売
に
向
け
、
特
に

村
山
市
が
販
売
す
る
楯
岡
二
日
町

タ
ウ
ン
（
旧
楯
岡
中
学
校
跡
地
造

成
）
の
分
譲
活
動
と
協
力
・
連
携

し
て
県
内
だ
け
で
な
く
、
東
北
六

県
、
関
東
地
方
ま
で
宣
伝
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
河
島

山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
処
分
を
保
留

し
て
い
る
9
区
画
を
除
く
残
2
区

画
を
完
売
し
楯
岡
北
町
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
残
7
区
画
の
う
ち
1
区
画

に
つ
い
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
河
島
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】

　

平
成
18
年
度
以
降
、
分
譲
実
績

が
な
か
っ
た
が
、
2
区
画
販
売
し

完
売
と
成
り
、
残
り
9
区
画
に
つ

い
て
は
、
地
域
内
の
降
雪
状
況
や

除
排
雪
の
実
態
に
つ
い
て
河
島
山

自
治
会
と
協
議
し
た
結
果
、「
恒

久
的
な
雪
押
し
場
」
と
し
て
も
活

用
す
る
た
め
処
分
保
留
と
し
た
も

の
で
す
。
分
譲
区
画
数
は
187
区
画

が
販
売
分
譲
済
み
と
な
り
、
住
宅

建
築
区
画
数
は
174
区
画
で
そ
の
内

住
宅
建
築
が
完
了
し
て
い
て
入
居

し
て
い
る
の
が
161
区
画
で
568
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
楯
岡
北
町
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
】

　

分
譲
開
始
後
10
年
目
で
あ
る
が
、

23
・
24
年
度
は
分
譲
実
績
が
な
く
、

市
外
の
方
に
1
区
画
を
分
譲
し
、

38
区
画
の
う
ち
、
32
区
画
が
販
売

済
で
す
。
未
分
譲
区
画
は
6
区
画

が
あ
り
ま
す
が
、
保
育
料
半
額
な

ど
子
育
て
支
援
施
策
を
ア
ピ
ー
ル

し
な
が
ら
完
売
を
目
指
す
も
の
で

す
。

　

余
暇
開
発
公
社
経
営
状
況　

　

当
期
末
未
処
分
利
益
金

2
千
660
万
円　

　

余
暇
開
発
公
社
は
、
ク
ア
ハ
ウ

ス
碁
点
、
道
の
駅
む
ら
や
ま
、
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
東
沢
の
3
施
設
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
新
た
に
3
年
間

の
指
定
管
理
を
受
け
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

【
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
】

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
で
は
、
長
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
新
温
泉
棟
が
昨

年
6
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
他

に
類
を
み
な
い
眺
望
露
天
風
呂
が

大
好
評
と
な
り
、
市
内
外
の
利
用

者
で
連
日
大
入
り
の
賑
わ
い
が
続

き
、
対
前
年
よ
り
比
べ
る
と
170
・

5
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
利

用
状
況
を
継
続
拡
大
す
る
た
め
に

も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
に
基
づ

く
改
修
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

【
道
の
駅
む
ら
や
ま
】

　

オ
ー
プ
ン
15
周
年
を
経
過
し
て

い
ま
す
。
昨
年
7
月
に
豪
雨
災
害

に
よ
る
断
水
・
電
気
料
金
・
食
品

等
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
や
や
勢
い
を
失
い
、
平
成

25
年
度
当
期
利
益
金
は
前
年
度
よ

り
16.9
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
山
市
体
育
協
会
経
営
状
況

　

一
般
財
団
法
人
村
山
市
体
育
協

会
に
つ
い
て
は
、
市
で
四
分
の
一

以
上
出
資
し
て
い
る
法
人
に
該
当

す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
に
対
し
、
そ

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
も
の
で
、
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

1
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進

①
全
国
居
合
道
さ
く
ら
ん
ぼ
大
会

②
徳
内
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

③
村
山
市
一
周
駅
伝

2
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
少
年
期

ス
ポ
ー
ツ
活
動
育
成

そ
の
他

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

鉱
業
権（
石
油
・
可
燃
性
天
然
ガ

ス
）を
鉱
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

事
業
着
手
延
期
が
認
め
ら
れ
な
く

な
っ
た
た
め
、こ
れ
を
放
棄
す
る
も
の
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て　
　
　
　
　

（
同
意
）

　
　
　

芦
野　

祐
助
氏（
大
久
保
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
意
）

　
　
　

工
藤　

一
男
氏（
河
島
山
）

○
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
（
同
意
）

　
　
　

齋
藤　

眞
知
子
氏（
林
崎
）

請　

願

○
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

（
全
会
一
致
で
採
択
）

○
「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
」
改
悪

反
対
を
求
め
る
請
願（
継
続
審
査
）

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

発　

議

　

村
山
市
議
会
全
員
協
議
会
な
ど

全
て
の
会
議
を
原
則
公
開
す
る
た

め
条
例
及
び
規
則
の
一
部
改
正
す

る
も
の
な
ど
（
４
件
）

（
全
会
一
致
で
可
決
）

3
名
の
議
員
に
表
彰
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

＜

右
か
ら＞佐　

藤　

昌　

昭　

議
員

川　

田　

律　

子　

議
員

鈴　

木　

健　

治　

議
員

土
地
開
発
公
社
・
余
暇
開
発
公
社
・
体
育
協
会

経　

営　

状　

況

6
月
議
会　
　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会

議
員
10
年
以
上　
　

連日賑わう温泉受付
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Ｑ
村
山
市
に
は
バ
ラ
公
園

を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
観
光
地
が
存
在
す
る
が
、

常
に
住
ん
で
い
る
私
達
が
感

じ
て
い
な
い
、
想
像
す
る
こ

と
も
出
来
な
い
、「
売
り
出

せ
る
観
光
素
材
」
が
多
く
あ

る
こ
と
に
も
気
付
く
。
こ
れ

ら
を
生
か
し
た
独
特
の
観
光

誘
客
は
意
味
あ
る
も
の
と
思

う
。
観
光
の
果
た
す
役
割
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
の

観
光
の
方
向
付
け
を
ど
う
考

え
る
か
伺
う
。

Ａ
観
光
の
役
割
は
重
要
視

し
て
い
る
。
良
い
も
の

は
存
在
す
る
が
生
か
し
き
れ

て
い
な
い
。
市
民
が
気
付
か

な
い
名
所
を
掘
り
起
こ
し
、

観
光
客
の
増
加
に
結
び
つ
け

た
い
。
そ
の
事
が
地
域
経
済

に
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え

る
。Ｑ

幕
井
ラ
ン
ド
計
画
に
お

け
る
大
型
子
ど
も
遊
び

場
を
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
こ
れ
か
ら
計
画
の
段
階

で
、
子
ど
も
遊
び
場
は

必
要
と
思
う
。
規
模
、
内
容

に
つ
い
て
は
第
5
次
総
合
計

画
に
挙
げ
検
討
す
る
。

Ｑ
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

村
山
市
に
お
け
る
事
業
と
、

そ
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
市
民
の
代
表
を
選
び
案

を
練
っ
て
も
ら
い
事
業

を
計
画
し
た
。
市
民
に
伝
わ

っ
て
い
る
か
は
難
し
い
。
最

大
限
の
力
を
入
れ
誘
客
を
図

り
な
が
ら
、
途
中
で
直
し
て

い
く
。
良
い
も
の
を
繋
げ
て

地
域
経
済
の
発
展
を
図
る
。

Ｑ
碁
点
温
泉
北
側
団
地
へ

の
温
泉
水
販
売
を
促
進

し
て
は
ど
う
か
。

長

南　

誠 

議
員

観
光
誘
客
は
地
域
経
済
の
発
展
に

一般質問
Q&A

こ こ が 聞 き た い

本定例会の一般質問は
6月12日・13日に10人の議員が行いました。
質問と答弁の内容を要約してお知らせします。

※一般質問のＱ＆Ａは議員の原稿を
　そのまま掲載しています。

体験の出来るジュンサイ摘みと箱舟
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Ｑ
第
5
次
計
画
で
は
、
基

本
的
な
目
標
人
口
の
設

定
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
人
口
計
画
は
他
の
計

画
に
お
よ
ぼ
す
影
響
が
大
き

い
の
で
、
精
度
を
上
げ
て
計

画
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

Ａ
こ
れ
ま
で
の
人
口
の
減

少
の
要
因
は
、
若
い
人

の
市
外
へ
の
流
出
、
出
生
数

が
減
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
は
、
人
口

増
、
右
肩
上
が
り
が
通
例
で

あ
っ
た
が
、
今
後
10
年
後
推

定
さ
れ
る
本
市
の
人
口
は
、

2
万
2
千
人
で
あ
る
。
こ
れ

に
プ
ラ
ス
要
因
を
含
め
2
千

人
増
の
2
万
4
千
人
ぐ
ら
い

か
ど
う
か
検
討
す
る
。
市
民

の
意
向
を
ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
る
か
は
、
審
議
会
と
相

談
す
る
。
策
定
ま
で
の
審
議

会
は
6
回
開
催
予
定
。

Ｑ
農
業
委
員
会
制
度
の
見

直
し
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
て
い
る
の
か
。

Ａ
農
業
委
員
会
制
度
は
、

昭
和
32
年
に
発
足
し
57

年
が
経
過
し
た
。
農
業
委
員

は
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、

農
地
の
権
利
調
整
は
じ
め
、

農
業
全
般
に
わ
た
る
問
題
解

決
を
図
っ
て
き
た
。
農
業
委

員
会
の
果
た
す
役
割
は
、
公

平
公
正
を
基
調
と
し
た
法
令

業
務
、
農
業
振
興
業
務
、
建

議
及
び
諮
問
に
対
す
る
答
申

業
務
の
三
つ
だ
。
農
業
委
員

会
が
な
く
な
る
と
農
地
の
許

可
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
耕
作

目
的
の
権
利
移
動
か
ら
投
機

目
的
の
権
利
移
動
が
想
定
さ

れ
、
安
定
的
な
農
業
経
営
が

で
き
な
く
な
る
。

Ｑ
楯
岡
高
校
の
現
施
設
の

活
用
も
考
え
た
全
天
候

型
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

な
ど
も
国
の
提
唱
す
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
都
市
再

構
築
）
の
活
用
例
と
し
て
提

案
し
た
い
。

Ａ
第
5
次
総
合
計
画
で
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
該

当
性
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
と
し
て
、
優
先
度
合
い
、

緊
急
性
、
必
要
性
に
つ
い
て

市
民
に
公
表
し
な
が
ら
計
画

的
段
階
的
に
政
策
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

Ａ
考
え
方
と
し
て
面
白
い
。

検
討
し
て
み
た
い
。

Ｑ
こ
の
ほ
ど
、
有
識
者
で

つ
く
る
政
策
発
信
組

織
「
日
本
創
生
会
議
」
の
人

口
減
少
問
題
検
討
部
会
は
、

若
い
女
性
の
流
出
に
よ
り
、

2
0
4
0
年
に
は
全
国
自
治

体
の
半
数
近
く
が
消
滅
の
危

機
に
直
面
す
る
と
し
て
、
こ

れ
を
防
ぐ
に
、
魅
力
あ
る
地

方
の
拠
点
づ
く
り
を
提
言
し

反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
直
ぐ
に

緊
急
対
策
本
部
を
設
置
し
て

反
応
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

　

村
山
市
も
何
ら
か
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
き
で
な

い
か
。

　

村
山
魅
力
ア
ッ
プ
女
性
会

議
で
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

Ａ
な
か
な
か
面
白
い
発
想

と
思
う
。
検
討
し
て
み

た
い
。

井

澤

秋

雄 

議
員

楯
岡
高
校
を
中
核
と
し
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

農
業
委
員
会
制
度
の
改
正
で
、

優
良
農
地
は
守
れ
る
か

佐

藤

敏

彦 

議
員

優良農地を守る農業委員会の役割は重要だ

村山の「再構築の核」として活かしたい～県立楯岡高校
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Ｑ
ま
ち
づ
く
り
の
最
前
線

で
働
く
行
政
委
員
と
自

治
会
長
の
関
係
の
見
直
し
を

望
む
。
現
在
は
全
て
の
地
区

で
兼
任
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
委
員
の
規
則
で
は

「
市
民
の
友
」
の
配
布
程
度

の
仕
事
し
か
規
定
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
際
、
自
治
組
織

や
行
政
委
員
の
規
則
を
見
直

し
、
あ
や
ふ
や
な
状
態
を
解

消
す
べ
き
だ
。

Ａ
条
例
に
欠
陥
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
行
政

委
員
と
言
う
名
称
を
含
め
た

改
革
を
検
討
中
で
あ
る
。
行

政
委
員
の
仕
事
は
調
べ
れ
ば

判
る
と
思
う
が
混
同
し
て
い

る
人
も
い
る
。
自
分
の
仕
事

を
投
げ
打
っ
て
ま
で
地
域
の

た
め
に
や
る
の
は
趣
旨
に
合

わ
な
い
。

Ｑ
改
正
さ
れ
た
行
政
委
員

の
報
酬
の
六
段
階
区
分

は
、
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。

見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。
ま

た
、
各
自
治
会
に
対
し
今
年

度
交
付
さ
れ
る
予
定
の
、
行

政
連
絡
負
担
金
が
個
人
口
座

に
入
金
さ
れ
る
の
は
不
透
明

だ
。
見
直
し
を
望
む
。

Ａ
段
階
区
分
に
つ
い
て
は
、

随
時
見
直
し
て
行
く
。

行
政
連
絡
負
担
金
の
個
人
口

座
へ
の
入
金
に
関
し
て
は
過

渡
期
な
の
で
、
今
後
考
え
て

い
く
。

Ｑ
現
在
135
地
区
あ
る
自
治

組
織
の
見
直
し
は
出
来

な
い
か
。

Ａ
地
域
性
や
自
主
性
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
効
率
が
悪
く
な
っ
て
い

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
一
考

の
余
地
が
あ
る
。

Ｑ
こ
の
た
び
の
医
療
・
介

護
総
合
法
案
は
、
社
会

保
障
の
基
本
を
「
自
立
・
自

助
」
と
す
る
方
針
に
も
と
づ

き
医
療
で
も
介
護
で
も
個
人

や
家
族
に
負
担
を
押
し
つ
け

国
が
手
を
引
く
方
向
。
本
市

高
齢
者
へ
の
影
響
と
対
策
を

問
う
。
①
要
支
援
1
・
2
の

訪
問
、
通
所
介
護
が
保
険
制

度
の
枠
外
に
な
る
が
現
利
用

者
の
受
け
皿
は
あ
る
の
か
。

②
特
養
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
が

要
介
護
3
以
上
に
限
定
さ
れ

る
が
、
現
在
の
3
以
下
の
入

所
者
や
待
機
者
へ
の
影
響
は
。

③
2
割
負
担
の
導
入
で
在
宅

で
も
利
用
料
の
負
担
増
と
な

る
。
全
国
で
は
約
20
％
該
当

と
言
わ
れ
て
い
る
が
本
市
の

状
況
は
。
④
病
床
削
減
は
今

で
さ
え
長
く
入
院
出
来
な
い

状
況
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
。
⑤
認
知
症
高
齢

者
の
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
っ

た
が
、
今
後
の
認
知
症
に
対

す
る
周
知
や
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

Ａ
①
現
在
要
支
援
1
・
2

は
250
人
。
代
替
サ
ー
ビ

ス
が
市
の
事
業
と
し
て
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

②
特
養
入
所
者
227
名
中
62
名

が
要
介
護
1
・
2
。
こ
の
ま

ま
入
所
出
来
る
。
今
後
も
や

む
を
得
な
い
事
情
の
方
は
特

例
と
し
て
入
れ
る
予
定
。
③

全
国
で
は
2
割
だ
が
、
本
市

で
は
5
％
以
下
と
推
定
。
④

県
で
地
域
医
療
構
想
を
つ
く

る
。
具
体
的
な
内
容
は
ま
だ

未
定
。
⑤
残
念
な
結
果
と
な

っ
た
が
検
証
は
済
ん
で
い
る
。

各
施
設
に
管
理
体
制
の
強
化
、

見
守
り
、
危
機
管
理
の
徹
底

な
ど
、
再
び
事
故
が
お
き
な

い
よ
う
図
っ
て
い
く
。

布

川

淳

一 

議
員

自
治
組
織
の
再
構
築
を
望
む

川

田

律

子 

議
員

医
療
・
介
護
総
合
法
案
は

制
度
改
悪
法
案
で
は

きれいに咲きました「バラの吊し飾り」楯岡地域市民センター

村山市内の地域密着型　特養ホーム（むらやま）
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Ｑ
①
来
年
度
か
ら
実
施
予

定
の
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
は
、
子
ど
も
・
保
護

者
・
保
育
者
の
視
点
で
み
れ

ば
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
ど

う
認
識
し
対
応
し
て
い
く
の

か
。
②
市
の
事
業
計
画
「
あ

い
あ
る
プ
ラ
ン
」
骨
子
で
は
、

平
成
31
年
度
に
見
込
ま
れ
て

い
る
公
営
の
保
育
所
等
は
3

施
設
だ
け
だ
が
、
ひ
ば
り
・

戸
沢
保
育
園
も
民
営
化
す
る

の
か
。
ま
た
、
子
ど
も
園
へ

の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
児

童
セ
ン
タ
ー
も
、
統
合
し
な

が
ら
民
営
化
す
る
の
か
。
③

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な

い
の
は
公
営
だ
か
ら
で
は
な

く
、
行
革
の
下
で
正
規
保
育

士
を
削
減
し
、
臨
時
に
つ
い

て
も
待
遇
改
善
を
し
て
こ
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

Ａ
①
法
令
を
無
視
し
保
育

を
受
け
る
権
利
を
侵
害

す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

②
プ
ラ
ン
は
あ
く
ま
で
も
提

言
書
。
こ
れ
を
今
か
ら
検
討

し
て
い
く
。
③
行
革
と
保
育

士
の
削
減
は
直
結
し
な
い
。

Ｑ
①
自
園
自
校
方
式
の
村

山
市
の
給
食
は
、
50
年

の
歴
史
の
中
で
食
中
毒
を
起

こ
し
た
こ
と
が
な
い
が
、
中

学
校
の
民
間
委
託
給
食
は
開

始
早
々
に
食
中
毒
を
起
こ
し

た
。
民
間
委
託
で
は
、
高
度

の
専
門
性
・
熟
練
が
失
わ
れ
、

質
と
お
い
し
さ
、
安
心
・
安

全
の
低
下
を
も
た
ら
す
の
で

は
な
い
か
。
②
新
町
・
し
ろ

は
と
保
育
園
の
統
合
・
民
営

化
に
先
立
っ
て
の
給
食
民
営

委
託
は
白
紙
撤
回
す
べ
き
だ
。

Ａ
①
民
間
で
も
安
心
・
安

全
に
対
す
る
心
配
は
な

い
。
②
27
年
度
は
白
紙
に
す

る
。

公
営
の
保
育
所
、
自
園
・
自
校
直
営
の

給
食
を
守
れ

Ｑ
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊

行
方
不
明
対
策
が
全
国

的
課
題
で
あ
る
が
、
家
族
の

安
心
、
及
び
施
設
の
危
機
管

理
の
点
か
ら
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
活
用

が
有
効
な
の
で
は
な
い
か
、

さ
ら
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
の
中
で
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
市
長
に
問
う
。

Ａ
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
も

含
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用

も
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

Ｑ
市
教
育
基
本
計
画
素
案

の
中
で
豊
か
な
感
性
の

醸
成
あ
る
い
は
、
故
郷
の
為

に
尽
く
そ
う
と
す
る
人
間
の

育
成
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体

策
に
つ
い
て
教
育
長
に
問
う
。

Ａ
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
学
校
行
事
、
地
域

に
根
ざ
し
た
行
事
体
験
、
さ

ら
に
は
地
域
、
家
庭
、
学
校

と
連
携
し
た
体
験
を
通
じ
て

素
直
な
子
供
達
の
感
性
を
醸

成
す
る
と
と
も
に
、
自
然
な

ど
へ
の
畏
敬
の
念
も
大
切
に

し
な
が
ら
醸
成
し
た
い
。
故

郷
の
為
に
尽
く
そ
う
と
す
る

人
間
の
育
成
に
つ
い
て
は
Ｇ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
村
山
夢
体
験
事
業
を

通
じ
て
、
身
近
な
村
山
市
を

体
験
さ
せ
故
郷
に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
い
愛
着
を
感
じ
て

も
ら
う
。

Ｑ
企
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
さ
ら
な
る
活
用
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ
受
注
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

ま
た
職
場
環
境
向
上
に
も
貢

献
し
て
い
る
と
認
識
し
て
る
。

さ
ら
な
る
活
性
化
の
為
に
努

力
し
て
も
ら
う
。

Ｑ
新
し
い
米
政
策
の
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
多
面
的
機
能
支
払
部
分

の
畑
地
部
分
が
村
山
東

根
土
地
改
良
区
管
内
で
対
応

出
来
て
い
な
い
が
早
急
に
対

応
し
た
い
。

中

里

芳

之 

議
員

認
知
症
高
齢
者
対
策
と
し
て

Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
を

能

登

淳

一 

議
員

市の新プラン（骨子）では、公営保育施設は 3施設だけ

期待される介護福祉施設（袖崎中跡地）
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Ｑ
若
者
の
定
住
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
将
来

本
市
の
活
力
の
停
滞
が
危
惧

さ
れ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て

雪
の
問
題
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
雪
に
強
く
快

適
な
生
活
が
出
来
る
環
境
づ

く
り
が
急
務
で
あ
る
。
そ
こ

で
市
内
の
住
宅
密
集
地
で
あ

る
楯
岡
地
区
東
部
、
楯
岡
商

店
街
の
流
雪
溝
の
計
画
は
。

Ａ
雪
に
対
す
る
対
応
は
イ

の
一
番
に
考
え
て
い
る
。

流
雪
溝
に
つ
い
て
は
今
回
市

内
全
域
の
水
源
等
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
す
る
。
県
道
で

あ
る
楯
岡
商
店
街
に
つ
い
て

は
流
末
処
理
等
に
つ
い
て
県

と
相
談
し
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
若
者
の
定
住
に
は
雪
に

強
い
宅
地
い
わ
ゆ
る
雪

を
流
雪
出
来
る
宅
地
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土

地
開
発
公
社
が
年
次
計
画
で

実
施
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た

市
外
か
ら
の
宅
地
購
入
者
に

対
し
優
遇
策
の
考
え
は
。

Ａ
土
地
開
発
公
社
に
は
現

在
約
3
億
円
の
資
金
が

あ
り
そ
れ
を
活
用
す
る
よ
う

考
え
て
い
く
。
市
外
の
購
入

者
へ
の
優
遇
策
は
検
討
す
る
。

Ｑ
郷
土
へ
の
愛
着
は
子
ど

も
時
代
か
ら
育
つ
も
の

で
あ
り
将
来
の
定
住
に
繋
が

る
と
思
う
。
教
育
現
場
に
お

け
る
郷
土
愛
の
指
導
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

Ａ
各
地
域
の
市
民
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
資
料
等
を
参

考
に
し
て
教
師
生
徒
一
緒
に

な
っ
て
勉
強
し
た
い
。

Ｑ
交
流
人
口
拡
大
と
経
済

効
果
の
大
き
い
新
む
ら

や
ま
定
期
市
の
開
催
を
。

Ａ
第
五
次
総
合
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
保
育
士
不
足
が
顕
在
化

し
て
い
る
が
、
現
在
は

非
常
事
態
と
も
呼
べ
る
状
況

だ
。
市
内
公
立
保
育
園
の
民

営
化
も
含
め
て
不
足
解
消
に

動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

執
行
部
の
対
応
は
遅
い
と
感

じ
て
い
る
。
今
回
補
正
予
算

に
保
育
士
の
派
遣
業
務
委
託

料
が
計
上
さ
れ
た
が
、
そ
れ

で
は
根
本
的
な
解
決
に
は
な

ら
な
い
。
不
足
分
9
名
を
正

規
職
員
と
し
て
雇
用
す
れ
ば

良
い
が
、
そ
れ
は
行
財
政
改

革
の
視
点
か
ら
不
可
能
。
で

は
ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ

る
と
考
え
る
か
、
執
行
部
の

見
解
は
。
ま
た
子
育
て
新
制

度
移
行
に
伴
う
市
内
児
童
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
と
、
保
育

士
不
足
解
消
は
別
問
題
だ
。

既
に
一
時
預
か
り
の
受
け
入

れ
を
断
っ
て
い
る
事
例
も
出

て
き
て
い
る
。
保
育
士
不
足

解
消
は
喫
緊
の
課
題
な
の
で

努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
保
育
士
の
派
遣
業
務
委

託
に
関
し
て
は
緊
急
避

難
的
に
行
う
も
の
で
、
時
限

的
に
も
今
年
度
の
み
と
考
え

て
い
る
。
根
本
的
な
解
決
の

た
め
に
も
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
探
し
努
力
し
て
い
く
。

Ｑ
村
山
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
上
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
職
員
の
適
材
適
所
の
配

置
な
ど
考
慮
す
べ
き
で
は
。

村
山
産
業
高
校
と
の
連
携
な

ど
で
、
例
え
ば
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
で
き
る

は
ず
。
是
非
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ
村
山
産
業
高
校
と
は
今

ま
で
以
上
に
連
携
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

長
谷
川　

元 

議
員

茨

木

久

彌 

議
員

若
者
が
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を

公
立
保
育
園
の
充
実
の
た
め
に

流雪溝での消雪作業

子供達の安全の為にも保育士の確保を
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T
O
P
IC
S

議員名

議案等の名称

議

決

結

果

市政クラブ 青風会
日本共産党
村山市議団

無会派 賛　
　
　
　

成

反　
　
　
　

対

井
澤　

秋
雄

長
谷
川　

元

長
南　
　

誠

鈴
木　

健
治

森　
　

一
弘

能
登　

淳
一

秋
葉　

新
一

柴
田　

好
美

茨
木　

久
彌

佐
藤　

敏
彦

布
川　

淳
一

須
藤　

和
幸

川
田　

律
子

中
里　

芳
之

佐
藤　

昌
昭

大
山　

正
弘

海
老
名
幸
司

市
長
提
出

条
例
村山市市税条例の一部を改正する条

例
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議 14 2

請
願

請
願
3
号

労働者保護ルール改悪反対を求める

請願
否 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 議 6 10

正副議長及び監査委員は会派に属しません。また、議長は可否同数の場合以外は採決に加わりません。

□可　＝可決　　□否　＝否決　　□○　＝賛成　　□×　＝反対　　□欠　＝欠席　　□退　＝退席

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
初

の
試
み
と
し
て
視
察
内
容
に

つ
い
て
、
事
前
の
聞
き
と
り

と
、
所
管
の
課
へ
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

【
総
務
常
任
委
員
会
】

　

南
部
町
に
お
け
る
達
者
村

農
業
観
光
、
農
業
体
験
修
学

旅
行
の
受
け
入
れ
の
成
功
例

が
話
題
。
野
辺
地
町
で
は
、

徳
内
翁
を
縁
の
あ
る
人
物
と

認
識
し
て
お
り
、
行
政
視
察

の
対
応
も
優
れ
、
議
員
か
ら

感
激
の
声
が
聞
か
れ
た
。

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

　

事
前
に
受
け
た
質
問
事
項

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

①
京
都
府
綾
部
市

　

定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
就

職
及
び
転
職
支
援
の
対
応
に

つ
い
て
。

②
京
都
府
宮
津
市

　

観
光
客
の
滞
在
時
間
延
長

策
に
つ
い
て
。

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
】

　

教
育
長
、
学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
、
保
健
課
、
福

祉
事
務
所
と
有
意
義
な
意
見

交
換
会
を
実
施
し
た
。

TTTTTTT
OOOOOOO
PPPPPPP
IIIIIIICCCCCCC
SSSSSSS

ト
ピ
ッ
ク
ス

Ｑ
楯
高
跡
地
に
、
北
村
山

公
立
病
院
の
実
習
を
兼

ね
た
、
看
護
師
専
門
学
校
の

設
置
を
県
に
希
望
し
て
は
。

Ａ
楯
岡
高
校
を
失
う
こ
と

は
経
済
的
に
も
損
失
は

多
大
で
あ
る
。
し
か
し
看
護

師
不
足
は
現
実
的
で
は
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
県
の
看
護

師
学
校
は
良
い
と
思
う
が
、

知
事
は
「
む
ず
か
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

Ｑ
県
は
、
こ
れ
ま
で
の
施

策
の
成
果
を
基
に
し
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
、

福
祉
、
医
療
、
教
育
の
充
実

と
す
れ
ば
看
護
師
専
門
学
校

を
当
市
で
も
強
く
要
望
し
て

い
く
べ
き
で
な
い
か
。

Ａ
看
護
師
不
足
し
て
い
る

の
は
現
状
で
間
違
い
な

い
し
誘
致
す
る
の
も
候
補
の

一
つ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

県
全
体
で
は
平
成
23
年
末
で

は
、
看
護
師
の
需
要
に
対
し

て
供
給
の
不
足
934
人
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
27
年
末
の
見

通
し
で
は
不
足
449
人
と
な
り
、

縮
小
さ
れ
る
が
、
看
護
師
不

足
は
解
消
さ
れ
な
い
。

Ｑ
楯
高
が
28
年
か
ら
閉
校

す
る
が
、
市
当
局
と
し

て
の
今
後
の
方
針
は

Ａ
楯
岡
小
学
校
建
て
替
え

の
際
の
仮
校
舎
と
し
て

の
利
用
を
2
年
間
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
平
成
30

年
4
月
か
ら
と
な
る
の
で
じ

っ
く
り
考
え
た
い
。
市
と
し

て
も
熱
い
思
い
は
よ
く
わ
か

る
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な

人
の
意
見
を
聞
い
て
考
え
、

市
長
と
し
て
は
学
校
関
係
が

良
い
と
考
え
て
い
る
。
県
と

の
交
渉
を
前
向
き
で
進
め
て

行
く
。

楯
高
の
跡
地
利
用
を
ど
う
す
る
か

大

山

正

弘 

議
員

審議結果報告（６月定例会において賛否の分かれた議案についてのみ記載しました）

行
政
視
察
事
後
研
修

元気に通学する楯高生徒たち
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＜

大
倉
地
区＞

•
流
雪
溝
整
備
構
想
調
査
を

予
算
化
し
て
い
る
が
、
今
後

の
整
備
を
要
望
し
た
い
。

•
空
き
家
問
題
対
策
（
老
朽

化
し
て
い
て
危
険
家
屋
が
あ

る
）

•
猿
の
被
害
に
つ
い
て
、
猟

友
会
会
員
の
高
齢
化
な
ど
問

題
が
あ
る
が
、
猟
友
会
へ
の

補
助
増
額
な
ど
万
全
を
期
し

て
ほ
し
い
。

•
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

は
、
執
行
部
と
も
真
剣
に
話

し
合
っ
て
ほ
し
い
。

＜
袖
崎
地
区＞

•
防
災
行
政
無
線
が
更
新
さ

れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
性
能

は
大
丈
夫
か
。

•
市
庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
一

挙
に
す
る
の
か
。

•
認
定
農
業
者
の
取
り
ま
と

め
に
つ
い
て
、
回
覧
板
に
よ

る
周
知
で
は
な
く
、
地
元
説

明
を
要
望
す
る
。

•
猿
の
被
害
対
策
で
補
助
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

•
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、

保
育
料
の
半
額
補
助
ぐ
ら
い

で
は
人
が
集
ま
ら
な
い
。
も

っ
と
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
政

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

＜

戸
沢
地
区＞

•
条
例
改
正
で
公
園
の
入
園

料
が
値
上
が
り
し
た
が
、
ど

う
い
う
状
況
か
。
宣
伝
を
上

手
に
し
て
ほ
し
い
。

•
予
算
と
い
う
の
は
、
村
山

市
の
将
来
に
対
す
る
投
資
だ

と
思
う
。
120
億
の
投
資
を
す

る
中
で
、
自
主
財
源
を
増
や

せ
る
見
込
は
あ
る
の
か
。
た

と
え
ば
、
自
主
財
源
の
中
の

項
目
毎
に
年
次
目
標
を
決
め
、

出
来
る
だ
け
歳
入
全
体
に
対

す
る
自
主
財
源
の
比
率
を
高

め
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

•
土
地
開
発
公
社
が
保
有
し

て
い
る
村
山
市
の
土
地
の
分

譲
実
績
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
企
業
誘
致
は
ど
の
程

度
か
。

•
ひ
と
り
親
家
庭
の
学
習
支

援
に
つ
い
て
歓
迎
。
外
国
人

花
嫁
の
子
ど
も
の
学
習
支
援

に
つ
い
て
も
要
望
す
る
。

•
県
道
樽
石
線
に
つ
い
て
要

望
す
る
。

　

共
栄
橋
を
生
か
す
方
法
を

考
え
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

白
鳥
へ
の
直
結
に
つ
い
て
効

果
が
あ
る
か
疑
問
な
の
で
議

論
し
て
ほ
し
い
。

＜

大
高
根
地
区＞

•
県
外
の
研
修
に
関
し
て
、

他
の
市
町
村
職
員
は
参
加
し

て
い
る
が
村
山
市
の
職
員
は

参
加
し
て
い
な
い
。

　

職
員
は
外
部
研
修
な
ど
へ

積
極
的
な
参
加
を
望
む
。

•
イ
ベ
ン
ト
等
を
要
望
し
て

も
前
例
が
な
い
と
断
ら
れ
る

の
で
、
再
考
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

•
若
者
支
援
に
関
し
て
、
県

か
ら
の
補
助
金
制
度
を
勧
め

た
が
市
側
は
動
か
ず
活
用
に

至
ら
な
か
っ
た
。

•
消
雪
道
路
の
勾
配
が
強
く
、

高
齢
者
が
歩
け
な
い
。

•
流
雪
溝
の
調
査
費
は
予
算

に
上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

流
雪
溝
の
整
備
を
要
望
す
る
。

•
若
い
人
が
流
出
し
て
い
く

の
で
、
歯
止
め
と
な
る
政
策

を
講
じ
て
ほ
し
い
。

•
自
治
公
民
館
の
漏
水
に
つ

い
て
、
な
ぜ
山
の
内
地
区
で

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
半
額
の
減
免
の
理
由

を
教
え
て
ほ
し
い
。

•
平
林
地
区
は
、
さ
く
ら
ホ

ー
ム
と
関
わ
り
を
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

【
以
上
に
つ
い
て
は
執
行

部
に
対
し
報
告
致
し
ま
し

た
。】

4/23～24とどけ!

市民の声

議会報告会開催!議会報告会開催!議会報告会開催!
とどととどけとどどどけどけとどとどどけどけけけ!けけ!!!!!!!!けどけ!けけ!!

市市民民市民の民の民市市民民民の市民市市市民市市民の市民の声のの声の声声のののの声民の声のの声声

　

議
会
基
本
条
例
で
定
め

ら
れ
た
第
5
回
議
会
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
戸
沢
、
大
高
根
、

大
倉
、
袖
崎
の
4
地
域
で

各
市
民
セ
ン
タ
ー
ご
と
に

2
班
に
分
か
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
の
内
容
は
、

26
年
度
一
般
会
計
予
算
、

特
別
会
計
予
算
の
概
要
を

説
明
し
、
総
務
、
文
教
厚

生
、
産
業
建
設
の
各
常
任

委
員
会
で
の
審
議
内
容
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
参
加
さ
れ
た
市

民
の
皆
様
か
ら
質
問
や
意

見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
地
域
と
も
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
は
各
会
場
と
も
出
席

者
が
少
な
く
周
知
の
方
法

等
も
含
め
さ
ら
に
検
討
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
声
を
伝
え
る
大

事
な
議
会
報
告
会
で
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
出

席
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
と
対
応

袖崎地域市民センター

戸沢地域市民センター
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文教厚生常任委員会
 山梨県大月市、長野県茅野市、松本市　5/8 ～ 10

産業建設常任委員会
 京都府綾部市、宮津市　5/12 ～ 14

総務常任委員会 青森県南部町、野辺地町　5/14 ～ 16
　

青
森
県
南
部
町
で
は

達
者
村
事
業
を
視
察
し

た
。
達
者
村
農
業
観
光

振
興
会
が
主
と
な
り
農

家
と
来
訪
者
の
交
流
を

目
的
と
し
た
農
家
民
泊

で
、
農
作
業
と
観
光
を

組
み
合
わ
せ
た
「
通
年

農
業
観
光
」
で
あ
る
。

た
だ
消
費
者
が
観
光
農

業
を
体
験
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
生
産
者
と
消

費
者
が
交
流
す
る
事
に

主
眼
が
お
か
れ
て
い
る

点
と
、
農
家
の
所
得
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る

点
に
注
目
し
た
。
ま
た

高
齢
者
の
学
習
事
業

「
ま
べ
ち
笑
楽
校
」
に

つ
い
て
も
視
察
し
た
。

次
に
同
県
野
辺
地
町
を

訪
れ
、
最
上
徳
内
翁
の

妻
ふ
で
さ
ん
の
生
家
を

訪
ね
、
地
元
の
方
々
と

交
流
を
深
め
た
。

　

山
梨
県
大
月
市
、
長

野
県
茅
野
市
及
び
松
本

市
へ
行
政
視
察
で
訪
問

し
た
。

　

大
月
市
で
は
、
幼
稚

園
保
育
園
（
所
）
の
統

廃
合
と
病
院
経
営
の
改

革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
視
察
。

幼
稚
園
、
保
育
園
の
統
廃
合

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
、
10

年
後
の
予
測
で
は
23
％
就
学

前
児
童
数
が
減
少
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
解
消
が
急
務
と
さ

れ
て
い
る
。

　

茅
野
市
で
は
、
茅
野
市
子

ど
も
館
で
研
修
。
茅
野
市
で

は
平
成
14
年
に
策
定
さ
れ

た
「
茅
野
市
こ
ど
も
、
家
庭

応
援
計
画
」
通
称
ド
ン
グ
リ

プ
ラ
ン
を
政
策
の
柱
と
し
て

子
育
て
支
援
を
進
め
て
い
る
。

特
に
15
歳
以
上
の
こ
ど
も
等

を
対
象
と
し
た
「
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｋ

Ｏ
ら
ん
ど
チ
ノ
チ
ノ
」（
中

高
生
広
場
）
の
利
用
者
団
体

主
導
の
運
営
が
特
徴
的
だ
っ

た
。

　

松
本
市
で
は
、「
健
康
寿
命

延
伸
都
市
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

綾
部
市
で
は
定
住
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
視
察
。

人
口
減
少
す
る
中
、
市

長
自
ら
「
ふ
る
さ
と
教

育
」
で
ふ
る
さ
と
の
良

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
訴

え
、
定
住
促
進
を
総
合

計
画
の
第
一
と
し
、
空

き
家
情
報
、
都
市
部
で
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
、
田
舎
ぐ
ら
し

体
験
な
ど
、
住
民
と
行
政
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
。
平

成
20
年
以
降
117
世
帯
、
272
人

の
定
住
者
が
あ
り
平
均
年
令

36
才
で
あ
る
。

　

ま
た
水
源
の
里
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ナ
ー

制
度
や
特
産
品
の
開
発
・
販

売
な
ど
確
実
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

　

宮
津
市
は
天
橋
立
が
あ
る

有
数
の
観
光
地
で
あ
る
。「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の

宮
津
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
観

光
革
命
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
た
。
行
政
、

観
光
協
会
、
民
間
が
連
携
し
、

着
地
型
旅
行
商
品
、
土
産
品

づ
く
り
、
広
域
観
光
に
と
着

実
に
成
果
が
現
わ
れ
て
い
る
。

官
民
連
携
の
重
要
さ
を
学
ん

だ
。

は
よりよい行政のための　　　レポートトトトトトーーーポポポレポポレポレレレめののめののののののめめめめためためたたたたたた政のた政ののたのののののののの政政政政行行行行政行政行行 ポ政行行 ポ行行政のための レポート

一見にしかず‼百門
視察

野辺地町立歴史民俗資料館に展示
されている最上徳内翁の書簡　　
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発
行
　
山
形
県
村
山
市
議
会

●
編
集
　
村
山
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷
　
㈱
光
洋
印
刷

N
o.8
2

ぎ
か
い
だ
よ
り
む
ら
や
ま

ッカーへの情熱を燃やし続け

る理由、それはサッカーが大

好きだからです。小学１年でサッ

カーを始め、今年で20年目。高校、

大学では全国大会にも出場した経

験を持っています。そして今現在

は、東北社会人１部リーグの塩釜

NTFCヴィーゼという宮城県のチ

ームに所属しています。メンバー

は皆おのおの仕事を持ちながら活

動しており、私も昨年リニューア

ルしたクアハウス碁点でトレーナ

ーという仕事をしながら練習や試

合に参加しています。体を動かす

事が大好きなので人との関わり方

や接し方を学びながら日々頑張っ

ています。何より思う事は、健康

でスポーツを楽しめる事の大切さ

です。より多くの住民が健康でい

られるよう健康づくりの手助けを

していきたいと考えて

います。

　また、村山市の子供

達の為や生涯スポーツ

を楽しむ方々の為にも、

全天候型多目的スポー

ツ施設が必要だと思い

ます。

　　　　　升 川 正 太 さん（楯岡）

トレーナーの仲間

現役で活躍中

市民の声

サ

体育指導員

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

大
山

　正
弘

川
田

　律
子

秋
葉

　新
一

能
登

　淳
一

布
川

　淳
一

長
谷
川

　元

井
沢

　秋
雄

Ｑ１：６月５日バラ祭りオープ

ニングでデビューした

村山市新キャラクターの

名前は何でしょう？

①バララ

②ムララ

③アララ

Ｑ２：６月定例会での補正予算額はいくらでしょう？

①1億2千215万円

②10億 2千215万円

③2千215万円

１、クイズの答え、住所・氏名、年齢をお書
きのうえ、郵便はがきまたは FAX でご応
募ください。

２、正解者の中から抽選で３名の方に粗品を
差し上げます。

３、締め切り
平成 26年 8月 11 日（月）（当日消印有効）
＜あて先＞

〒995-8666　村山市中央 1－3－6
村山市議会事務局
FAX（0237）55－5005

応募方法

第4
回

議会の傍聴へお気軽においでください。
◎この度より本議会だけでなく全ての会議が原則公開となりました。
お気軽においで下さい。会議の予定はホームページなどでお知らせ
します。

◎インターネット中継も配信中
詳しくは、http://www.gikaitv.net/dvl-murayama/index.html
村山市議会→議会中継（ライブ中継・録画中継、外部リンク）より

議会だよりクイズ
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	'140715_議会だより_No82 6
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